
運 営 費 交 付 金 収 益 54¶226¶690¶331 {費用進行基準を採用した業務：全ての業務

費用進行基準によ
る振替額

資 産 見 返 運 営 費 交 付 金 1¶641¶699¶856

|当該業務に係る損益等

資 本 剰 余 金 `

ア）損益計算書に計上した費用の額：54¶226¶690¶331

計 55¶868¶390¶187

イ）固定資産の取得額：1¶641¶699¶856

}運営費交付金の振替額の積算根拠
ア）業務のための支出額を限度として振替
イ）支出の内訳：人件費（役職員人件費等）、業務費（研究機器等購入費、消耗品費等）等

会計基準第81第３項による振替額 `

合 計 55¶868¶390¶187

^ 運営費交付金債務残高の明細
（単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

業務達成基準を採用した業務に係る分 ` `（業務達成基準を採用した業務は無い）

期間進行基準を採用した業務に係る分 ` `（期間進行基準を採用した業務は無い）

平 成 22 年 度
費用進行基準を採用した業務に係る分 5¶538¶420¶813

〇費用進行基準を採用した業務は、全ての業務である。

〇運営費交付金債務残高は、期を跨いだ物品等の契約済繰越等により、翌事業年度に繰り越したものである。

〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定である。

計 5¶538¶420¶813

17．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細
17`１ 施設費の明細

（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定見返施設費 資 本 剰 余 金 そ の 他

平 成 20 年 度 施 設 整 備 費 補 助 金 2¶209¶657¶301 ` 2¶209¶657¶301 `

平 成 21 年 度 施 設 整 備 費 補 助 金 6¶508¶111¶000 43¶557¶267 6¶464¶553¶733 `

平 成 22 年 度 施 設 整 備 費 補 助 金 ` ` ` `

計 8¶717¶768¶301 43¶557¶267 8¶674¶211¶034 `

17`２ 補助金等の明細
（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額

左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定補助金
等 資産見返補助金等 資本剰余金 長期預り補助金等 収 益 計 上

科 学 技 術 総 合 推 進 費 補 助 金 258¶184¶352 ` 31¶641¶200 ` ` 223¶578¶174 預り補助金の期末残高
2¶964¶978
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